
「中山間地域振興計画（第Ⅱ期）」中間まとめ（概要） 

 中山間地域の現状と新たな潮流 

   

 

■ 将来にわたって目指すべき中山間地域の姿（基本理念） 

   里山・里海に象徴される人と自然が作り出す中山間地域ならではの資産が， 

   守るべき価値あるものとして，内外の人々により引き継がれる中で， 

  地域への愛着と誇りの高まりが，将来への希望と安心につながり， 

  心豊かに，笑顔で幸せな生活を営むことができる中山間地域 

  

 ▽ 人口は県全体の約１割，面積は約７割 

 ▽ 全国に比べて，集落の小規模化や高齢化が進展 

 ▽ 地域の存続と価値の継承が懸念される状態 

 

 ▽ 「Society5.0」の到来 

   ～ＡＩやＩｏＴ等の革新的技術の展開 

 ▽ デジタル化の進展により距離のハンディや 

 人材面での資源制約による諸課題を 

 「克服できる」可能性 

(73.6) (77.8) (84.0) (71.5) (73.7) 

 計画推進に当たっての基本的な考え方 

  

  地域の基盤や特性を強みとして生かす 

  価値に共鳴する人を増やし，支え合いを安心につなげる 

  デジタルの力を取り込む 

資源や特性を「強み」として再認識し，その魅力や豊かさを維持・向上させる 

地域内外の人材が，ともに地域の未来をつくる存在として認め合い，支え合う 

人口急減に直面している地域の様々な課題を克服できる可能性を秘めている

新たなデジタル技術を暮らしの中に取り込む 

 これからの５年間 ～中山間地域を次世代に託すための土台を築く期間 

   人口減少下にあっても，地域の持続可能性を高めていくため，「地域間の機能 
  分担」や「資源の再配置」など，全体最適化された中山間地域の姿を検討 

 未来を切り拓くチャレンジを後押し 
   県民一人ひとりが，ともに支え合い，地域をつくっていく存在として，一歩前に踏     
  み出していく 

計画期間 令和３(2021)年度 ～ 令和７(2025)年度 （５年間） 

対象地域 19市町（全域中山間地域：10市町，一部中山間地域：９市町） 
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人口減少の加速と高齢化 デジタル社会の到来 

《自然減の影響》 《社会減の影響》 

年齢階層別転出入の状況（全域過疎市町）  人口減少に占める自然減の割合（全域過疎市町） 

 自然減は緩やかな拡大傾向 

 人口減少の８割が自然減 

 社会減の７割が20～40歳代 

 コミュニティの維持が懸念 

《基本姿勢》 

《５年後の目指す姿》 

中山間地域ならではの資源や特性が再認識されるとともに， 

地域の価値ある資産として再構築され，大切に引き継がれています。 

また，その魅力や豊かさに共鳴し，地域に愛着と誇りを持つ内外の多様な人材に 

よって，将来への「夢や希望」を託す，様々なチャレンジが始まっています。 

資料１ 



《施策の全体像》 
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 人材の発掘，ネットワークの拡大等 

 持続可能な地域運営の仕組みづくり 

 スポーツを通じた地域アイデンティティの醸成 

 東京圏等からのＵ・Ｉターン等の促進 

 受入体制の整備 

 地域の次代を担う人材の育成  

 里山・里海体験の推進 

■ 多様な力でつながる 

 人 づくり 

（２）若い世代を呼び込む地域環境の創造 

移住 

（３）地域を誇り未来を創る人材を育てる教育 

教育 

（１）多様な主体による自主的・主体的な地域づくり 

協働・連携・交流 

関係局：地域，健康，都市，教育 

 地域《しごと》創生に向けたチャレンジ支援 

 中小企業の成長支援  

 国内外の観光客に向けた観光資源の磨き上げと周遊促進 

 企業経営にチャレンジする担い手の確保・育成 

 県産農林水産物の安定供給体制等の確立 
■ 夢をカタチにできる 

 仕事 づくり 

（２）地域特性を生かした事業展開や創業の促進 

事業展開・創業支援 

（１）生産性の高い持続可能な農林水産業の確立 

農林水産業 

（３）地域資源を生かし，つなげる， 
           魅力ある観光地づくり 

観光 

関係局：農林，商工，地域 

 デジタル技術を活用した暮らしの向上 

 持続可能な生活交通体系の構築と生活航路の維持 

 中心地と周辺地域等の連携を支える基盤整備 

 社会環境の変化に対応したライフラインの維持 

 妊娠期からの切れ目のない見守り・支援の充実 

  （「ひろしま版ネウボラ」の展開） 

 医療提供体制の確保 

 地域包括ケア体制の確立 

 総合的な環境保全対策の推進 

 災害対処能力の向上 

 健康危機対応能力の強化 

■ 安心を支える 

 生活環境 づくり 

（２）地域特性に応じた居住環境の整備 

（１）地域医療・介護提供体制の確保 

医療・介護 

（３）子育て環境の充実 

居住環境 

（５）危機対処能力の向上 

危機管理 

（４）里山・里海の環境保全 

環境保全 

子育て支援 

関係局：健康，地域，土木， 
           環境，危機ほか 

施策の柱 
５年後の 
目指す姿 施策の小柱 主な課題 

※ 「取組の方向」は素案の段階で追加 

（太字は現計画から新たに追加する課題） 


